
北海道における
太陽電池発電設備に係る景観上の配慮

第1回国立・国定公園内における大規模太陽光発電施設設置のあり方検討委員会

日時 2014年9月29日（月）
場所 八重洲貸会議室「会議するなら」田中八重洲ビル2F 会議室2A

北海道建設部まちづくり局都市計画課
主査（景観） 松原 昭仁
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メニュー
１ 景観計画・規則改正の背景

件数増加
届出に係る照会多数
景観審議会での審議

２ 課題
場所を選ばす（土地利用）
大規模な整備が目立つ
事業者の意識

３ 対応状況
ガイドラインを策定し景観形成を誘導
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１ 景観計画・規則改正の背景
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１ 景観計画・規則改正の背景
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１ 景観計画・規則改正の背景
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１ 景観計画・規則改正の背景

再生可能エネルギー導入増加
• 立地規制困難

導入促進を図る市町村
• 住民意識とのギャップ

景観法に基づく届出
• 法に基づく勧告・命令措置必要

事業期間終了後の措置
• 施設放置の懸念 6



１ 景観計画・規則改正の背景
改正後の規定 従前の規定

項目 規模 項目 規模

・太陽電池発電設
備

一般区域
高さ5ｍ
又は

築造面積2,000㎡

・さく、塀、擁壁等そ
の他これに類す
る工作物

高さ5ｍ

・アスファルトプラン
ト、コンクリートプ
ラントその他これ
らに類する製造
施設

一般区域
築造面積2,000㎡

羊蹄山麓
広域景観形成推進区域

高さ5ｍ
又は

築造面積1,000㎡

羊蹄山麓
広域景観形成推進区域

築造面積1,000㎡

・風力発電設備

一般区域
高さ15ｍ

・鉄筋コンクリート
造の柱、鉄柱、木
柱その他これらに
類する工作物

一般区域
高さ15ｍ

羊蹄山麓
広域景観形成推進区域

高さ10ｍ

羊蹄山麓
広域景観形成推進区域

高さ10ｍ

届出対象であることを明確に位置付け7

２ 課題

年間を通じて強い風の吹く地域日射量の豊富な地域

広大な事業用地を確保の容易さ

再生可能エネルギー導入促進

エネルギー情勢の変化

良好な景観形成上の配慮が必要

周辺と調和しない施設計画

北海道の優位性

どこでもメガソーラー

あべこべ景観

タイムマシンとふろしき
8



２ 課題
空き地があれば、どこにでも建設！
企業の社会貢献活動？事業ＰＲ？

①

①0.5ha 3.7m

②0.8ha 3.7m

③0.5ha 4.1m②

③
9

２ 課題 ④0.5ha 3.5m

④
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２ 課題
⑤0.5ha 3.5m

⑤
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２ 課題
⑥0.6ha 4.0m

⑥ ⑦

⑦0.2ha 4.2m

パネルが落下している事例も…
↓
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２ 課題
⑧0.5ha 4.8m

⑨0.4ha 3.4m

法面に設置することにより、広範囲で眺望可能

⑧

⑨
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２ 課題

14



２ 課題 0.5ha 3.6m
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２ 課題

H26.7.24 北海道建設新聞

トリトウシ原野
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H26.7.16 北海道新聞
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２ 課題

H26.9.23 北海道新聞
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２ 課題



２ 課題

H26.7.25 北海道建設新聞
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２ 課題
1.9ha 4.6m
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２ 課題
北海道の積雪深（建築基準法）
最大2.5m（幌加内町）
最小0.6m（日高地方）
概ね1.0m超え
羊蹄山麓（ニセコ周辺2.3m）

羊蹄山麓：事業計画なし
• 多雪地域？
• 景観形成上調和が難しい？
• 冬期間の天候？
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３ 対応状況

地域における魅力ある景観づくりは、行政
が強固な「飴」と「鞭」を用いて強く引っ張っ
ていくのではなく、景観形成に関する様々な
取り組みを通じて、景観づくりに対する認識
や意識が少しずつ変わり「美しい北のくにづ
くり」に向け、地域が主体となり着実に進め
て行かなければならない。

「景観形成ガイドライン」が必要

各種課題に効果的に対応するため

なぜなら・・・
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３ 対応状況
北海道の景観特性と視点
I. 自然を生かした景観をつくる

① 背景となる自然環境を保全し豊かにする
② 背景となる自然との調和を図る
③ 緑や水辺などの自然を育てる
④ 冬の景観にも配慮する

II. ゆとりと秩序ある空間としての景観をつくる
① 自然環境との調和のある見はらしを保ち、まちのふちどりを明確にする
② 北海道の「雄大」「シンプル」のイメージを大切にした景観とする
③ ゆとりある配置と、秩序のある連続性によってゆとりと広がりをつくる

III. 歴史的な景観をつくる
① まちの歴史や伝統、文化、地域の特産品などを活かした個性づくり
② 歴史的建造物の保全・活用により、シンボルの育成と調和による個性づくり

IV. 風土に適した景観をつくる
① 地域によって異なる風土に適した環境を創造する
② 地域の景観形成への先導的なデザインの採用による新たなまちの個性づくり
③ 地域の資源を活かした地域の個性づくり
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ご静聴ありがとうございました。

北海道の景観形成に関するお問合せ先
〒060‐8588
札幌市中央区北3条西6丁目
北海道建設部まちづくり局都市計画課
基本計画・景観グループ

電話 011‐204‐5563（直通）
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/tki/mdr/index.htm
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